
教
訓
の
内
容



�

緊
急
・
応
急
対
応
期

（
発
災
直
後
か
ら
避
難
所
期
）

〔
時　

期
〕�
平
成
７
年
１
月
～
８
月

〔
課　

題
〕

　

未
曾
有
の
災
害
に
よ
り
、
広
い
地
域

で
多
く
の
人
々
が
被
災
し
、
一
刻
も
早

い
救
出
・
救
助
活
動
が
課
題
と
な
っ
た
。

ま
た
、
避
難
所
の
生
活
環
境
改
善
や
早

期
の
仮
設
住
宅
建
設
が
求
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
の

復
興
に
は
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
早
期
復
旧
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

発
災
直
後
か
ら
、
家
屋
の
下
敷
き
に

な
っ
た
人
々
を
家
族
や
近
隣
の
住
民
が

助
け
出
し
た
。
地
元
の
警
察
や
消
防
だ

け
で
は
対
応
で
き
ず
、
全
国
か
ら
応
援

が
駆
け
付
け
、
自
衛
隊
も
加
わ
っ
て
懸

命
の
救
出
・
救
助
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

約
32
万
も
の
人
々
が
学
校
な
ど
１
０

０
０
カ
所
を
超
え
る
避
難
所
に
避
難

し
、
不
安
な
生
活
を
送
っ
た
。「
応
急

仮
設
住
宅
へ
の
希
望
者
全
員
入
居
」
を

い
ち
早
く
打
ち
出
し
、
８
月
に
は
４
万

８
３
０
０
戸
す
べ
て
の
建
設
を
完
了
し
た
。

　

全
国
か
ら
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
駆
け
付
け
被
災
者
を
支
援
し
た

り
、
多
額
の
義
援
金
や
多
く
の
救
援
物

資
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

震
災
に
よ
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
鉄
道
や
高
速

道
路
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活

動
に
大
き
な
支
障
を
来
し
た
。
全
国
か

ら
の
応
援
を
得
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

３
カ
月
の
間
に
ほ
ぼ
復
旧
が
完
了
。

　

ま
た
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
あ

ら
ゆ
る
復
興
の
出
発
点
と
な
る
こ
と
か

ら
、
復
旧
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
、
８
月
に
は
被
災
地
の
鉄
道
す
べ
て

が
運
行
を
再
開
し
た
。

　

ま
ち
の
早
期
復
興
の
た
め
に
は
大
量

の
が
れ
き
を
早
期
に
撤
去
す
る
必
要
が

あ
り
、
公
費
に
よ
る
解
体
・
撤
去
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
無
秩
序
な
建
築
活
動

に
よ
る
密
集
市
街
地
の
再
現
を
防
ぐ
た

め
、
２
カ
月
間
の
建
築
制
限
を
実
施
。

そ
の
間
で
の
関
係
者
の
十
分
な
合
意
形

成
は
困
難
な
た
め
、
二
段
階
の
都
市
計

画
決
定
と
い
う
手
法
で
事
業
の
早
期
推

進
を
図
っ
た
。

　

単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は

な
く
、
未
来
を
創
造
す
る
「
創
造
的
復

興
」
を
目
指
し
、
復
興
計
画
を
異
例
の

ス
ピ
ー
ド
で
策
定
。
良
質
な
復
興
住
宅

の
供
給
や
高
齢
者
の
自
立
支
援
は
も
と

よ
り
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
先
導
的

な
事
業
も
盛
り
込
み
、
県
民
総
意
の
も

と
被
災
地
主
体
の
復
興
の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

21 世紀の成熟社会にふさわしい復
興を、創造的復興として成し遂げる
　阪神・淡路大震災（以下「震災」）からの復旧・復興について４
つの時期（フェーズ・巻末年表参照）を念頭に、各フェーズの主な
課題と取り組みを整理した。

復興の取り組み

❖倒壊した阪神高速道路
（神戸新聞社提供）

❖被災直後の救助活動

❖被災者でいっぱいになった体育館
（神戸新聞社提供）

❖全国から約138万人
のボランティアが駆
け付けた

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
は

地
震
の
状
況

　

発　

生　
　
　

平
成
７
年
１
月
17
日
５
時
46
分

　

震
源
地　
　
　

淡
路
島
北
部

　
　
　
　
　
　
　
（
北
緯
34
度
36
分･

東
経
１
３
５
度
02
分
）

　

震
源
の
深
さ　

16
㌔

　

規　

模　
　
　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

　

各
地
の
震
度　

 

７
（
神
戸
・
芦
屋
・
西
宮
・
宝
塚
・
北
淡
・
）

	

一
宮
・
津
名
の
一
部

	

６
（
神
戸
・
洲
本
）
５
（
豊
岡
）
４
（
姫
路
等
）

兵
庫
県
の
被
害
の
状
況　

※
〔　

〕
は
県
外
含
む

　

死
者
数　
６
４
０
２
人
〔
６
４
３
４
人
〕

　

行
方
不
明　

３
人
〔
３
人
〕

　

負
傷
者
数　

４
万
９
２
人
〔
４
万
３
７
９
２
人
〕

　

住
家
被
害　

53
万
８
７
６
７
棟
〔
63
万
９
６
８
６
棟
〕

　

焼
損
棟
数　

７
５
３
４
棟
〔
７
５
７
４
棟
〕

　

避
難
者
数　

31
万
６
６
７
８
人　

１
１
５
３
カ
所

　
　
　
　
　
　
（
ピ
ー
ク
時　

平
成
７
年
１
月
23
日
）

　

被
害
総
額　

９
兆
９
２
６
８
億
円
（
７
年
４
月
５
日
推
計
）

　

義
援
金
受
入
額　

１
７
９
３
億
円
（
21
年
２
月
末
現
在
）



�

緊
急
・
応
急
対
応
期

（
発
災
直
後
か
ら
避
難
所
期
）

〔
時　

期
〕�

平
成
７
年
１
月
～
８
月

〔
課　

題
〕

　

未
曾
有
の
災
害
に
よ
り
、
広
い
地
域

で
多
く
の
人
々
が
被
災
し
、
一
刻
も
早

い
救
出
・
救
助
活
動
が
課
題
と
な
っ
た
。

ま
た
、
避
難
所
の
生
活
環
境
改
善
や
早

期
の
仮
設
住
宅
建
設
が
求
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
の

復
興
に
は
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
早
期
復
旧
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

発
災
直
後
か
ら
、
家
屋
の
下
敷
き
に

な
っ
た
人
々
を
家
族
や
近
隣
の
住
民
が

助
け
出
し
た
。
地
元
の
警
察
や
消
防
だ

け
で
は
対
応
で
き
ず
、
全
国
か
ら
応
援

が
駆
け
付
け
、
自
衛
隊
も
加
わ
っ
て
懸

命
の
救
出
・
救
助
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

約
32
万
も
の
人
々
が
学
校
な
ど
１
０

０
０
カ
所
を
超
え
る
避
難
所
に
避
難

し
、
不
安
な
生
活
を
送
っ
た
。「
応
急

仮
設
住
宅
へ
の
希
望
者
全
員
入
居
」
を

い
ち
早
く
打
ち
出
し
、
８
月
に
は
４
万

８
３
０
０
戸
す
べ
て
の
建
設
を
完
了
し
た
。

　

全
国
か
ら
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
駆
け
付
け
被
災
者
を
支
援
し
た

り
、
多
額
の
義
援
金
や
多
く
の
救
援
物

資
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

震
災
に
よ
り
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
鉄
道
や
高
速

道
路
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活

動
に
大
き
な
支
障
を
来
し
た
。
全
国
か

ら
の
応
援
を
得
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

３
カ
月
の
間
に
ほ
ぼ
復
旧
が
完
了
。

　

ま
た
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
あ

ら
ゆ
る
復
興
の
出
発
点
と
な
る
こ
と
か

ら
、
復
旧
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
、
８
月
に
は
被
災
地
の
鉄
道
す
べ
て

が
運
行
を
再
開
し
た
。

　

ま
ち
の
早
期
復
興
の
た
め
に
は
大
量

の
が
れ
き
を
早
期
に
撤
去
す
る
必
要
が

あ
り
、
公
費
に
よ
る
解
体
・
撤
去
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
無
秩
序
な
建
築
活
動

に
よ
る
密
集
市
街
地
の
再
現
を
防
ぐ
た

め
、
２
カ
月
間
の
建
築
制
限
を
実
施
。

そ
の
間
で
の
関
係
者
の
十
分
な
合
意
形

成
は
困
難
な
た
め
、
二
段
階
の
都
市
計

画
決
定
と
い
う
手
法
で
事
業
の
早
期
推

進
を
図
っ
た
。

　

単
に
震
災
前
の
状
態
に
戻
す
の
で
は

な
く
、
未
来
を
創
造
す
る
「
創
造
的
復

興
」
を
目
指
し
、
復
興
計
画
を
異
例
の

ス
ピ
ー
ド
で
策
定
。
良
質
な
復
興
住
宅

の
供
給
や
高
齢
者
の
自
立
支
援
は
も
と

よ
り
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
先
導
的

な
事
業
も
盛
り
込
み
、
県
民
総
意
の
も

と
被
災
地
主
体
の
復
興
の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

復　

旧　

期

（
仮
設
住
宅
期
）

〔
時　

期
〕�
平
成
７
年
９
月
～
10
年
３
月

〔
課　

題
〕

　

住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
て
暮
ら
す

高
齢
者
を
は
じ
め
仮
設
住
宅
で
生
活
す

る
人
々
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動

が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
災
地
の

早
期
復
旧
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
、
住
宅
、

産
業
に
重
点
を
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

被
災
者
は
、
順
次
避
難
所
を
出
て
仮

設
住
宅
に
入
居
し
、
７
年
８
月
に
ほ
ぼ

避
難
所
が
解
消
さ
れ
た
。
仮
設
住
宅
の

入
居
は
募
集
・
抽
選
を
原
則
と
し
、
高

齢
者
な
ど
に
は
優
先
枠
を
設
け
て
早
期

入
居
を
促
進
し
た
が
、
結
果
と
し
て
震

災
前
の
近
隣
関
係
を
持
ち
込
め
ず
、
高

齢
者
な
ど
が
集
中
し
た
団
地
が
で
き
る

な
ど
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

が
必
要
と
な
っ
た
。

　

復
興
基
金
を
活
用
し
て
設
置
し
た
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
入
居
者
の
交
流

拠
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
被
災
者
支
援
の
活
動
拠

点
と
も
な
っ
た
。
ま
た
、
被
災
者
と
行

政
の
間
に
立
つ
第
三
者
機
関
と
し
て
被

災
者
復
興
支
援
会
議
が
被
災
地
に
赴
い

て
被
災
者
か
ら
直
接
意
見
を
聴
き
、
行

政
と
被
災
者
双
方
に
提
言
等
を
行
っ
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
、
住
宅
、
産
業
の
３
つ
の

緊
急
復
興
３
カ
年
計
画
を
策
定
し
、
被

災
地
の
早
期
復
旧
を
実
現
す
る
た
め
、

緊
急
に
処
理
す
べ
き
課
題
に
取
り
組
ん

だ
。
イ
ン
フ
ラ
で
は
、
阪
神
高
速
道
路

が
８
年
９
月
末
に
全
線
開
通
。
神
戸
港

も
９
年
３
月
末
に
復
旧
工
事
を
す
べ
て

完
了
。
主
要
な
イ
ン
フ
ラ
は
復
旧
を
完

了
し
た
。

　

住
宅
は
、
計
画
戸
数
を
12
万
５
０
０

０
戸
と
し
、
８
年
２
月
の
「
仮
設
住
宅

入
居
者
調
査
」
結
果
か
ら
災
害
復
興
公

営
住
宅
の
供
給
戸
数
を
増
加
さ
せ
た
。

ま
た
、
入
居
者
の
一
元
募
集
や
家
賃
の

特
別
減
免
な
ど
被
災
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
供
給
を
実
施
。
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
な
ど
の
新
し
い
住
ま
い
も
供
給
し

た
。
10
年
３
月
末
に
は
16
万
９
０
０
０

戸
の
供
給
を
達
成
し
た
。

　

産
業
で
は
、
㈶
阪
神
・
淡
路
産
業
復

興
推
進
機
構
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
な
ど
を
設

立
す
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
都
市

再
生
手
法
を
参
考
に
し
た
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ･

ゾ
ー
ン
構
想
の
提
案
、
産
業

復
興
条
例
等
に
よ
る
企
業
の
誘
致
や
投

資
の
促
進
を
図
っ
た
。
震
災
で
落
ち
込

ん
だ
観
光
客
を
取
り
戻
す
た
め
、
観
光

復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
ま
た
、

仮
設
工
場
や
仮
設
店
舗
へ
の
入
居
も
促

進
し
、
大
手
企
業
の
生
産
再
開
も
順
調

に
進
み
、
９
年
度
末
に
は
純
生
産
で
震

災
前
を
上
回
っ
た
。

❖ふれあいセン
ターでは「ふ
れあい喫茶」
などの交流活
動を実施

❖大規模仮設住
宅団地を整備

❖震災からの復旧状況　（神戸新聞社提供）
三宮駅周辺 阪急伊丹駅周辺 コンテナターミナル

被
災
直
後

復
旧
後

❖仮設店舗（パラール）

❖仮設工場



�

復　

興　

前　

期

（
恒
久
住
宅
移
行
期
）

〔
時　

期
〕�
平
成
10
年
４
月
～
12
年
３
月

〔
課　

題
〕

　

応
急
仮
設
住
宅
か
ら
終
の
住
み
家
と

な
る
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
に
伴
い
、
被

災
者
一
人
ひ
と
り
の
生
活
再
建
へ
の
対

応
が
課
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
震
災
直

後
の
復
興
需
要
が
一
段
落
し
た
う
え
に

全
国
的
な
不
況
が
重
な
り
、
雇
用
の
確

保
や
新
た
な
し
ご
と
づ
く
り
が
課
題
と

な
っ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
に
伴

い
、
仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
住
宅
へ
の
移

行
が
本
格
化
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
引
っ
越
し
手
伝
い
や
婦
人
会
に
よ
る

周
辺
の
生
活
利
便
施
設
の
マ
ッ
プ
づ
く

り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
Ｌ
Ｓ
Ａ
（
生
活

援
助
員
）
に
続
き
、
復
興
公
営
住
宅
に

生
活
復
興
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、
閉
じ

こ
も
り
が
ち
の
高
齢
者
を
訪
問
す
る
な

ど
、
新
た
な
住
宅
で
順
調
に
生
活
で
き

る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
行
わ
れ
た
。

　

被
災
者
の
円
滑
な
生
活
再
建
を
促
す

た
め
、
復
興
基
金
を
活
用
し
て
生
活
再

建
支
援
金
や
被
災
中
高
年
恒
久
住
宅
自

立
支
援
金
を
創
設
。
こ
れ
が
突
破
口
と

な
り
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
成

立
し
た
。
被
災
地
へ
の
そ
及
適
用
は
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
附
帯
決
議
に
基
づ
き

被
災
者
自
立
支
援
金
が
創
設
さ
れ
、
法

に
相
当
す
る
程
度
の
現
金
給
付
が
な
さ

れ
た
。

　

商
店
街
等
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し

た
り
、
空
き
地
や
空
き
店
舗
等
を
解
消

す
る
た
め
、
復
興
大
バ
ザ
ー
ル
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
小
規
模
事
業
者
へ
の
事
業

再
開
支
援
な
ど
を
引
き
続
き
展
開
し

た
。
全
国
的
な
不
況
の
影
響
も
あ
り
、

被
災
地
の
雇
用
環
境
が
改
善
し
な
い
こ

と
か
ら
、
兵
庫
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
提
唱
。
被
災
者
の
生
活
ニ
ー
ズ
に

き
め
細
か
く
対
応
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
を
図
る
な
ど

総
合
的
な
経
済
・
雇
用
対
策
に
取
り
組

ん
だ
。

　

10
年
12
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
（
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
）が
施
行
さ
れ
た
。フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
（
阪
神
・
淡
路
大
震

災
復
興
支
援
館
）
内
に
生
活
復
興
Ｎ
Ｐ

Ｏ
情
報
プ
ラ
ザ
の
開
設
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行

政
の
生
活
復
興
会
議
の
設
置
な
ど
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
新
た
な
市
民
社
会
の

担
い
手
と
し
て
捉
え
た
支
援
策
を
展
開

し
た
。

　

震
災
か
ら
５
年
間
に
講
じ
て
き
た
幅

広
い
分
野
に
わ
た
る
震
災
対
策
を
国
際

的
な
視
野
と
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て

総
合
的
に
検
証
す
る
震
災
対
策
国
際
総

合
検
証
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

❖仮設住宅から
の引っ越しボ
ランティア

（神戸新聞社提供）

❖「生活復興相
談員」の訪問
活動

❖震災を契機に整備された主な施設等

兵庫県立美術館
「芸術の館」 兵庫県立芸術文化センター ひょうごボランタリープラザ

（神戸クリスタルタワー内）

阪神・淡路大震災記念
人と防災未来センター 兵庫県災害医療センター 兵庫県こころのケアセンター

❖復興公営住宅

❖コミュニティプラザ
での健康教室
（神戸新聞社提供）



�

復　

興　

後　

期

（
本
格
復
興
期
）

〔
時　

期
〕
平
成
12
年
４
月
～

〔
課　

題
〕

　

震
災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、
社
会
基
盤

や
住
宅
の
復
興
は
着
実
に
進
み
、
人
々

の
生
活
も
本
格
的
な
生
活
復
興
の
段
階

を
迎
え
た
。
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
な
ど
の
課
題
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
21
世
紀
の
成
熟

社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
安
全
で
安
心
な
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
、
新
た
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

〔
主
な
取
り
組
み
〕

　

復
興
計
画
の
前
期
５
か
年
の
検
証
を

踏
ま
え
、
後
期
５
か
年
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
12
年
11
月
に
策
定
。
復
興
計
画
の

効
果
的
な
実
施
を
図
り
、
創
造
的
復
興

を
着
実
に
進
め
た
。

　

復
興
公
営
住
宅
で
は
高
齢
化
率
が
５

割
近
く
と
な
り
、
被
災
者
の
抱
え
る
課

題
も
多
様
化
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
を
強
化
し
た
Ｓ

Ｃ
Ｓ
（
高
齢
世
帯
生
活
援
助
員
）
の
配

置
や
ま
ち
の
保
健
室
の
開
設
、
災
害
復

興
公
営
住
宅
等
高
齢
者
元
気
ア
ッ
プ
事

業
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

住
宅
再
建
で
は
、
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
の
２
度
の
改
正
に
よ
り
住
宅
建

設
費
本
体
に
支
援
金
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
住
宅
再
建
共
済
制
度
を
創
設

し
、
自
助
努
力
や
公
的
支
援
で
は
限
界

の
あ
る
住
宅
再
建
の
仕
組
み
の
充
実
を

図
っ
た
。

　

経
済
・
雇
用
対
策
で
は
、
被
災
地
再

開
発
ビ
ル
の
空
き
床
等
へ
の
入
居
促

進
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
支
援
、

中
小
企
業
向
け
融
資
の
償
還
期
限
延

長
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
取
り
組

む
ほ
か
、
新
産
業
創
造
研
究
機
構
（
Ｎ

Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
に
よ
る
新
産
業
の
創
造
支

援
、
生
き
が
い
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
生
き
が
い
し
ご
と
の
起

業
・
就
労
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

震
災
で
芽
生
え
た
県
民
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
県

民
の
参
画
と
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
支
援
す
る
ひ
ょ

う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
開
設
、
地

域
づ
く
り
活
動
応
援
事
業
や
県
民
交
流

広
場
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

文
化
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
14

年
４
月
に
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
」、

17
年
10
月
に
は
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
が
開
館
。
ま
た
、
震
災
の
経
験
と

教
訓
を
継
承
・
発
信
す
る
た
め
、
国
の

支
援
も
得
て
、
14
年
４
月
に
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
未
来
の
基
盤

づ
く
り
と
い
っ
た
将
来
を
見
据
え
た
復

興
も
実
を
結
ん
で
い
っ
た
。

　

17
年
１
月
に
は
国
連
防
災
世
界
会
議

を
開
催
し
、「
兵
庫
行
動
枠
組
」
の
採

択
な
ど
国
際
防
災
協
力
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

17
年
３
月
に
復
興
計
画
の
期
限
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
復
興
10
年
総
括
検
証

を
実
施
。
こ
の
検
証
で
提
言
の
あ
っ
た

高
齢
者
の
自
立
支
援
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
へ
の
対

応
、
ま
ち
の
保
健
室
な
ど
復
興
過
程
で

生
ま
れ
た
先
導
的
な
取
り
組
み
の
定

着
・
発
展
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
の
国

内
外
へ
の
発
信
な
ど
に
現
在
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

❖地域の見守り
活動

❖まちの保健室
（神戸新聞社提供）

❖�のぎじく兵庫国体後も
活躍する「はばタン」

❖生きがいしごと
サポーセンター

❖ひょうご安全の日のつどい

❖国連防災世界会議で「兵庫行動
枠組」採択（神戸新聞社提供）

❖復興10年総括検証・報告会




